
心身障害児者

共同作業所

市の人口

（昭和53年5月1日現在）
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五
月
十
日
、
待
望
の
「
宇
治
心
身
障
害
児
者
共
同
作
業
所
」
が
、
木
幡
西
浦
の
木
幡

中
学
校
南
隣
り
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
入
所
し
た
十
七
人
は
、
翌
日
か
ら
さ
っ
そ
く

物
ほ
し
用
の
ピ
ン
チ
ホ
ル
ダ
ー
の
組
立
て
作
業
に
か
か
る
な
ど
大
は
り
き
り
。
宇
治
市

社
会
福
祉
協
議
会
か
運
営
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
心
身
障
害
者
の
方
の
社
会

参
加
の
場
と
し
て
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

心
　
ふ
れ
あ
う
場
に

開
所
式
に
は
、
す
で
に
、
四
月
一

日
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
や
老
人
憩

の
部
屋
な
ど
で
生
活
指
導
を
受
け
て

い
た
十
七
人
の
入
所
者
と
と
も
に
保

護
者
の
み
な
さ
ん
も
出
席
。
昭
和
五

十
一
年
七
月
に
、
宇
治
市
心
身
障
害

児
者
父
母
の
会
か
ら
共
同
作
業
所
の

喜
び
の
開
所
式
で

あ
い
さ
つ
す
る
島
田
市
長

設
ａ
要
望
書
が
当
時
の
渡
辺
市
長
に

提
出
さ
れ
て
以
来
、
設
立
準
備
委
員

会
を
発
足
さ
せ
て
、
先
進
地
を
視
察

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
し
て
こ
ら
れ
た
だ
け
に
、
参
列
さ

れ
た
み
な
さ
ん
に
喜
び
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

5月10日オープン

指導員の説明を聞

きながらのピンチｉ

ホルダー組立作業

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
島
田
市
長
は

「
み
な
さ
ん
の
熱
意
で
、
よ
う
や
く

完
成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
の
運
営
が
大
へ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、

心
と
心
が
通
い
合
つ
場
に
し
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
こ
の
あ

と
、
入
所
者
の
保
護
者
を
代
表
し
て

竹
森
克
巳
さ
ん
が
「
立
派
な
加
設
が

で
き
、
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
を
持
っ
た
者
が

連
帯
感
と
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
霖
ぴ
を
語
ら
れ
ま
し

た
。

こ
の
ほ
ど
、
公
民
館
の
運
営
や
事

業
の
企
画
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
い
た
だ
ぐ
公
民
館
運
営
番
議
会
委

員
五
人
と
、
各
地
域
に
あ
る
公
民
分

館
を
直
接
お
世
話
し
て
い
た
だ
く
公

民
館
分
館
長
十
六
人
が
そ
れ
ぞ
れ
表

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

公民館運営審議会委員

〔
公
民
館
の
利
用
方
法
〕

公
民
館
は
地
域
の
み
な
さ
ん
の
社

公
民
館
長
な
ど
決
ま
る

電話

32－1866

31－8576

22－3657

21－4793

22－1066

21－2270

21－2917

22－2450

21－3921

21－4330

22－1191

22－7561

21－4089
43－0898

21－3267

43－0448

生
活
指
導
と

作
業
指
導

訓
夫
市
勇
信
順
雄
雄
夫
穂
四

晋
敏
矢
政
義
一
貫
光
久

富三郎

宇三郎

儀次郎

存
洽
吉

正
軍
要

志
辺
村
田
井
山
沢
田
本
本
木
原
司
井
里
沢

高
渡
竹
瀬
藤
片
長
太
山
岡
稲
佐
中
向
南
藤

分館名
幡分館

ガ
ガ
μ
μ
ガ
ガ
μ
ひ

屋
道
東
明
川
島
村

木
岡
菟
川
神
白
槙
下

地
に
木
造
平
屋
で
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
作
業
室
、
指
導
員
室
の
ほ
か
、

休
憩
の
た
め
の
和
室
も
完
備
し
て
お

り
、
ま
た
、
軍
イ
ユ
で
も
自
由
に
動

け
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
は

し
き
り
が
な
く
、
ト
イ
レ
も
障
害
者

の
人
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
作
ら
れ

東目川
西目川〃

紫ヶ丘〃

三軒家・Ｚ

／ト倉”

伊勢田〃

開〃

広野〃

て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
業
は
、
日
隔
日
を
除
い

て
週
六
日
間
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ご
ろ
ま
で
障
害
の
程
度
に
応
じ

て
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
共
同
作

業
所
は
、
小
規
模
授
産
所
や
福
祉
作

業
所
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
全
国
の
あ

ち
こ
ち
で
施
設
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
京
都
府
下
で
も
す
で
に

八
ヵ
所
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
宇
治

心
身
障
害
児
者
共
同
作
業
所
が
九
番

目
に
な
り
ま
す
。

共
同
作
業
所
は
、
養
護
学
校
を
卒

業
し
て
も
一
般
企
業
に
雇
用
さ
れ
る

こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
、

生
活
指
導
と
と
も
に
社
会
参
加
が
必

指
導
員
の
抱
負

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
民
館
を
信
用
さ
れ
る
場
合
の
手

続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
公
民
分
館
に
置
い
て
い
る
『
分
館

使
用
許
可
申
請
香
』
を
受
け
取
り

使
用
の
三
日
前
ま
で
に
分
館
長
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
『
分
館
便
用
許
可
書
』
が
発
行
さ

れ
ま
す
の
で
、
当
日
に
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
使
用
で
き
る
の
は
午
前
九

時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
で
す
。

公
民
分
館
を
使
用
さ
れ
る
と
き
は

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
許
可
を
受
け
た
目
的
以
外
に
使
用

し
た
り
、
使
用
の
権
利
を
譲
渡
・

転
貸
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
使
用
許
可
の
な
い
物
件
を
便
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
火
災
や
盗
難
に
庄
怠
し
ま
し
ょ
う

・
使
用
後
は
、
す
ぐ
に
、
清
掃
、
整

と
ん
し
、
分
館
長
ま
た
は
管
理
人

に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

要
な
在
宅
の
心
身
障
害
者
の
生
活
指

導
と
作
業
指
導
の
場
と
し
て
設
け
ら

れ
た
も
の
で
、
作
業
を
通
じ
て
友
人

を
つ
く
り
、
生
き
る
喜
ぴ
に
″
任
事
を

す
る
喜
ぴ
を
手
の
中
に
握
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

経
済
不
況
の
も
と
で
、
心
身
障
害

者
の
就
労
の
門
が
極
め
て
厳
し
く
な

っ
て
い
る
現
在
、
こ
の
よ
う
な
施
設

は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

な
お
、
今
後
、
入
所
を
希
望
さ
れ

る
人
や
く
わ
し
く
お
知
り
に
な
り
た

い
人
は
、
宇
治
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
電
話
⑩
五
六
五
〇
番
）
ま
た
は
、

福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
⑩
三
一
四
一

番
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

杉
江
さ
ん
は
、
「
い
ろ
い
ろ
な
面

で
学
校
と
違
い
ま
す
が
、
ま
ず
、
一

人
ひ
と
り
を
強
く
結
び
つ
け
る
集
団

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
職

員
は
少
な
い
で
す
が
、
障
害
者
み
ん

な
の
能
力
と
特
性
が
生
き
て
い
る
集

団
に
し
た
い
」
と
意
欲
満
々
。
ま
た

西
山
さ
ん
も
「
入
所
者
の
障
害
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
と
も
に
が
ん
ば
っ

て
明
る
い
作
業
所
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
抱

負
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
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槙
島
小
学
校
で
は
た
き
出
し
馴
練
も

（
お
に
ぎ
り
を
作
る
槙
島
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
）

手ぎわよく土のう作り

前
回
は
淀
川
改
修
に
つ
い
て
ふ
れ

ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
中
の
一
つ

で
あ
る
宇
治
川
改
修
叶
画
に
つ
い
て

お
話
し
ま
し
ょ
う
。

宇
治
川
改
修
計
画
の
規
模
を
決
め

る
叶
画
洪
水
流
量
は
、
昭
和
二
十
九

量
に
逮
し
た
場
合
に
最
大
で
二
、
八

〇
〇
。
ｙ
毎
秒
の
洪
水
が
襲
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
天
ケ
願
ダ
ム

と
将
来
建
殷
さ
れ
る
大
戸
川
ダ
ム

（
仮
称
）
で
調
整
し
た
場
合
、
宇
治

橋
地
点
で
示
し
た
の
が
こ
の
Ｉ
、
五

て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
大
規
模
な
洪
水

に
対
処
す
る
た
め
の
具
体
的
な
旭
設

叶
圃
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。
一
、
五
〇
〇
ｙ
毎
秒
の
水
量
に

た
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
ま
ず
川

宇
治
橋
付
近
で
一
、
五
〇
〇
ト
ン
放
流

川
幅
拡
げ
、
河
床
を
掘
削

宇
治
川
改
修
計
画 Ｏ

Ｏ
ｙ
毎
秒
と
い
う
計
画
洪
水
量
で

す
。と

こ
ろ
で
、
現
在
の
防
水
施
設
は

九
〇
〇
ｙ
毎
秒
の
水
量
に
対
処
す
る

た
め
の
も
の
で
す
か
、
こ
の
水
量
は

三
十
五
年
に
一
度
襲
っ
て
く
る
確
率

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
新
た

な
計
画
洪
水
量
の
Ｉ
、
五
〇
〇
＼
毎

秒
に
相
当
す
る
洪
水
は
、
約
百
五
十

年
に
一
度
襲
っ
て
く
る
確
率
を
持
つ

災
害
に
備
え
る

内水排除や

護岸工事も

5
月
2
9
日
～
6
月
2
日

図
書
室
休
室
し
ま
す

市
民
会
館
図
書
室
で
は
、
五
月
二

十
九
日
（
月
）
か
ら
六
月
二
日
（

金
）
ま
で
の
間
、
蔵
書
の
点
検
整
理

を
行
い
ま
す
。
。

こ
の
た
め
、
こ
の
期
間
は
図
書
室

を
休
室
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

水
防
訓
練

卓
球
大
会

の
横
断
面
積
を
広
げ
る
必
要
が
あ
り

こ
の
た
め
、
主
に
河
床
の
掘
削
を
お

こ
な
い
ま
す
。
さ
ら
に
山
科
川
合
流

点
付
近
の
左
右
岸
、
隠
元
橋
付
近
の

右
岸
、
戦
川
付
近
の
右
岸
に
つ
い
て

は
引
堤
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、

川
幅
は
宇
治
橋
上
流
部
で
最
少
八
五

Ｍ
下
流
全
川
に
わ
た
り
一
二
〇
μ

を
確
保
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
中
の
島
の
一
部
が
掘
削
さ

れ
ま
す
。
河
床
の
掘
削
等
に
と
も
な

か
れ
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
5
月
2
8
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ
…
日
産
車
体
体
育
館

▽
参
加
資
格
・
・
・
市
民
ま
た
は
市
内
に

通
勁
・
通
学
す
る
人

▽
参
加
料
・
・
・
卓
球
協
会
加
盟
者
は
百

い
低
水
路
護
岸
、
橋
梁
、
取
水
口
等

に
つ
い
て
の
対
策
も
行
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
洪
水
時
の
内
水
及
び
漏
水
に

対
し
て
は
、
内
水
排
除
ポ
ン
プ
設
備

三
ヵ
所
、
漏
水
防
止
の
護
岸
三
、
三

〇
〇
μ
等
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
施
殷
計
画
の
う

ち
宇
治
橋
下
流
に
つ
い
て
は
、
昭
和

四
十
七
年
度
以
後
、
ポ
ン
プ
場
の
殴

置
や
漏
水
護
岸
工
事
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

杖島町での漏水防止護岸工事（昭和52年タ

タ
バ
コ
は
宇
治

市
内
で
買
い
ま

し
ょ
う

将
来
予
測
の
要
領
き
ま
る

京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評
価

い
ま
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
の
環
境
影

響
評
価
を
す
る
た
め
の
現
況
調
査
が

予
定
ル
ー
ト
を
中
心
に
、
市
内
の
あ

ち
こ
ち
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
い
ち
お
う
七
月
い
っ
は

い
で
終
る
予
ｍ
な
っ
て
お
り
、
こ

の
ほ
ど
開
か
れ
た
第
1
7
回
京
滋
バ
イ

・
＜
ｍ
ｎ
対
策
協
議
会
（
会
長
＝
庄

司
光
京
大
名
誉
教
授
）
で
、
こ
れ
ら

の
調
査
に
基
づ
い
た
将
来
予
測
を
ど

「
低
周
波
振
動
」
を
追
加

の
よ
う
に
す
す
め
て
い
く
か
に
つ
い

て
、
基
本
的
な
考
え
方
が
将
来
予

測
実
施
要
領
と
し
で
決
め
ら
れ
ま
し

た
。今

回
決
っ
た
実
旭
恢
領
は
、
自
然

科
学
系
を
中
心
と
し
た
五
項
目
で
、

新
た
に
「
低
周
波
振
動
」
が
予
測
の

項
目
に
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
協
議
会
で
は
、
今
後
、
コ

ミ
ご
Ｉ
テ
″
や
交
通
問
題
な
ど
の
項

目
に
つ
い
て
も
、
将
来
予
測
の
Ｍ
本

的
な
考
え
方
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

：
：
：
：
自
：
：
：
：
1
1
『
り
’
χ

大
気
汚
染

＞
ｈ
Ｅ
ｎ
ｍ
ｉ

‥
…
…
…
…
…
…
一
一
酸
化
炭
素
二

酸
化
窒
素
、
そ
れ
に
、
考
察
可
能
な

そ
の
他
の
項
目
と
な
っ
て
お
り
、
次

の
三
つ
の
範
囲
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ

将
来
予
測
を
し
ま
す
。

哨
ル
ー
ト
沿
這
・
：
半
地
下
部
・
土
工

郎
・
橋
梁
高
架
部
の
各
直
路
構
造

別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
道
路
端
よ
り
吉

五
十
μ
の
範
囲
、
そ
れ
に
、
志
津

川
・
炭
山
地
区
な
ど
で
、
東
名
高

涯
道
路
の
実
測
値
を
も
と
に
四
季

別
に
予
測
す
る
。

㈲
ト
ン
ネ
ル
部
の
換
気
に
よ
る
影
響

が
予
測
さ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
は

拡
散
式
、
ま
た
は
類
似
道
路
等
の

実
験
結
果
に
も
と
づ
い
て
予
測
す

る
。

0
関
連
Ｍ
路
・
：
国
道
加
号
線
、
府
這

京
都
宇
治
線
な
ど
に
つ
い
て
、
大

気
汚
染
現
況
調
査
を
解
折
し
、
四

季
別
に
予
測
す
る
。

「
…
…
…
…
…
…
。
騒
音
レ
ベ
ル
の

1
1
騒
音
一
；

…
…
…
…
…
…
い
中
岳
の
は
力

考
察
可
能
な
項
目
に
つ
い
て
も
予
測

す
る
。

勣
レ
ベ
ル
を
推
定
す
る
。

凶
ル
ー
ト
沿
道
・
・
・
ト
ン
ネ
ル
坑
口
郎
一
…
…
…
…
…
…
一
人
間
の
耳
で
は

望
只
迄
嘉
ぶ
工
曳
1
1
4
聞
ｍ
ｉ
Ｃ
ｉ
ｉ
い
ｍ

橋
梁
高
架
部
の
道
路
構
造
別
、
お
音
（
振
動
）
で
、
西
名
阪
茜
螢
露

よ
ぴ
、
イ
ン
タ
ー
チ
’
ン
ジ
周
辺
な
ど
で
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
橋
梁

の
住
宅
、
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
の
高
架
部
を
対
象
に
、
類
似
道
路
の
低

保
全
施
設
、
ニ
ノ
尾
、
炭
山
事
対

象
に
地
形
条
件
を
冥
測
し
、
日

本
音
響
学
会
式
を
使
用
し
て
無
対

策
時
に
石
策
後
の
騒
音
を
予
測
す

る
。

向
ト
ン
ネ
ル
Ｓ
Ｒ
£
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
は
、
類
似
遭
路
の
例
や
現

地
実
験
を
も
と
に
予
測
す
る
。

一
…
…
…
…
。
…
…
一
ル
Ｌ
ト
沿
逍
の

‘ ｍ

…
…
…

Ｊ

’」
住
毒
只
ｌ

道
路
の
既
往
デ
ー
タ
、
土
質
調
査
結

果
に
基
づ
い
て
、
退
路
境
界
で
の
振

周
波
振
助
の
発
生
状
況
か
ら
推
定
す

る
。

－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

自
然
景
観

ｄ
―
－
Ｓ
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
ｈ

京
バ
イ
の
宇
治

川
橋
を
①
曝
刀
橋

付
近
、
②
宇
治
橋
付
近
か
ら
眺
め
る

景
観
と
③
宇
治
川
堤
防
か
ら
京
バ
イ

明
星
山
ト
ン
ネ
ル
西
坑
口
方
面
を
眺

め
る
景
観
、
④
明
星
山
ト
ン
ネ
ル
付

近
か
ら
宇
治
川
友
回
を
眺
め
る
景
観

の
変
化
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
モ
ン

タ
ー
・
：
＾
ｉ
写
真
を
作
成
し
、
予
測
す

る
。

ｉ永いでっくろう

心とからだ
泳いで健康

人づくり
－・＝1ｆりりａｎｇｓ＝9ｇ泳ぎを教えて80余年日本最大の泳ぎの学園ｗｗｗｗｗｗｗ

スイミング

スクールコース

年中ｌ

常夏の室内温水プールで
年中泳ごう
幼児コース・小学生コース
男性コース・女性コース

くわしくは事務所まで

【
㈲
㈲
東
漸
】

Ｏの水こヽ教室●きヵヽ・．7月10日～8月23日（日曜日は休ふ）忿

ＩＺＺＩ±1．↓日●ばしょ我見区大手筋スーパーニチイ横（南部児童公園プール）ヽ日‾”’Ｗ－｀●／ゝ／‰Ｊ1二－し・／ゝＪ／Ｊ／Ｊ／｀’＝‾／伏見教場

・じかん午前・部1Ｏ時～11時30分

午後の部①1時②2時50分③4時40分よりそれぞれ1時間ｏ分

●費用入会登録料（年間）3，000円、講習料6，900円、傷害保険料100円

●申込受付6月5日より毎日午後1時～7時まで（本部にて）

（小学1年生以上）

他に木部・上京」「」ば

例年申込者多数のため．ご希望の時間に入れない場合がありますので早い目にお申し込み下さい．．左京区丸太町通新道東人下ル

京都踏水会水泳学園（1日武徳会）ＴＥＬ（761）1275（代）

阪下京’Ｉｌｌ科の

竃各教場がありこ

圭す。

612
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元気いっぱい
こども大会にぎわう

児
童
憲
章
の
精
神
を
生
か
し
、
子

ど
も
た
ら
が
明
る
く
す
こ
や
か
に
育

つ
よ
う
に
Ｉ
。
さ
る
五
月
十
四
日

木
幡
小
学
校
で
『
宇
洽
市
こ
ど
も
大

会
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

五
月
晴
れ
の
も
と
、
友
運
ど
う
し

や
両
親
と
い
っ
し
ょ
に
集
っ
た
子
ど

も
は
お
よ
そ
千
人
と
大
盛
況
。

室
内
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
和
田
弘

之
元
府
中
央
児
童
相
談
室
長
の
話
を

聞
い
た
あ
と
、
北
御
國
子
ど
も
会
の

。
赤
い
ふ
う
せ
ん
‘
の
人
形
劇
で
は

演
ず
る
子
ど
も
と
、
見
る
子
ど
も
が

人
形
で
結
ば
れ
、
会
場
に
熱
気
が
漂

い
ま
し
た
。

ま
た
、
京
都
府
警
音
楽
隊
に
よ
る

テ
レ
ビ
マ
ン
ガ
の
主
題
歌
な
ど
の
演

泰
に
大
喜
ぴ
。
お
母
さ
ん
方
も
子
ど

も
た
ら
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
歌
を

う
た
う
な
ど
、
こ
の
日
一
日
を
楽
し

く
す
ご
し
ま
し
た
。

代
理
人
が
申
請
す
る
と
き

委
任
の
書
面
が
必
要

印
鑑
登
録
証
明
な
ど
印
鑑
に
つ
い

て
の
手
続
き
を
す
る
と
き
、
本
人
が

市
役
所
の
窓
口
に
行
け
な
い
場
合
に

－ － ¶ － － ¶ 一 皿 ｊ ・ ■ ・ ㎜ ｜ ¶ Ｉ ｈ － ｓ ‥ － ａ － － ■ － ａ ■ ㎜ －

一 一 一

代理人選任届
〔記入例〕

印鑑登録

証明など

所
名

（代ａｉ人の）住

氏

は
、
だ
れ
か
知
り
合
い
の
人
に
た
の

む
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
代
理
人
が
本
人
に
代

生年月日

私にかかる印鑑登録証明○通の交付申請について，上記の者を一一－一一一一一－－－－－－一一－－－一

代理人と定め，その権限を委任したのでお届けします。

年月日昭和

宇治市長殿
－

－

－

―

Ｉ

＠

印）｜＿＿＿＿＿＿Ｉ

（本人の）住所

氏名

わ
り
手
続
き
を
す
る
に
は
、
本
人
が

書
い
た
「
委
任
の
旨
を
証
す
る
書

面
」
が
必
嬰
で
す
。
こ
の
書
面
と
し

て
、
代
理
人
選
任
届
や
委
任
状
、
委

任
通
知
書
、
代
理
権
授
与
通
知
書
な

ど
が
使
え
ま
す
。
用
紙
は
特
に
定
め

ま
せ
ん
が
、
便
せ
ん
ぐ
ら
い
の
大
き

さ
の
白
い
紙
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

親
子
や
夫
婦
、
兄
弟
な
ど
の
間
柄
で

■
ｏ
必
要
で
す
。

上
の
記
入
例
を
参
考
に
し
て
作
成

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
印
鑑
に
つ
い
て
の
手
続
き

は
大
切
な
こ
と
で
す
か
ら
、
な
る
べ

く
本
人
が
来
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

（
市
民
課
）

煙
の
で
る
殺
虫
剤

使
用
前
に
連
絡
を

夏
を
ひ
か
え
て
害
虫
が
発
生
す
る

季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
家
を
閉
め
切
っ
て
煙
を
だ
す
殺

虫
剤
を
便
う
家
庭
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
こ
の
殺
虫
剤

か
ら
で
る
煙
を
紅
所
の
人
が
火
災
と

見
ま
ら
が
え
て
、
消
防
署
に
週
報
す

る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

も
し
、
同
じ
よ
う
な
時
間
に
別
な

と
こ
ろ
で
本
当
の
火
災
が
発
生
し
ま

す
と
、
現
場
へ
の
到
着
が
遅
れ
て
被

害
を
大
き
く
し
ま
す
。

煙
の
で
る
殺
虫
剤
を
偲
用
す
る
場

合
は
、
必
ず
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

〇
便
用
前
に
は
消
防
署
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
戦
所
の
人
に
も
連
絡
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

○
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
不
燃
性
の

運
転
職
員
募
集

宇
治
市
で
は
、
運
転
技
術
職
員
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

受
験
資
格
は
、
昭
和
2
2
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
3
5
年
4
月
1
日
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
普
通
運
転

免
許
（
第
一
種
）
以
上
を
持
っ
て
い

る
人
で
す
。

採
用
予
定
人
員
は
一
名
で
、
第
一

次
試
験
は
5
月
2
8
日
（
日
）
午
後
2

時
か
ら
、
職
員
会
館
で
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
を
受
け
る
人
は
、
市
販

さ
れ
て
い
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

書
き
、
最
近
6
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し

た
写
真
を
貼
り
、
申
込
み
用
紙
（
市

役
所
職
員
課
に
あ
り
ま
す
）
と
と
も

に
、
5
月
2
2
日
か
ら
5
月
2
6
日
ま
で

の
聞
に
職
員
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
2
6
日
の

到
着
分
ま
で
受
付
け
し
ま
す
。
お
問

合
せ
は
職
員
課
へ
。

納
税
の
出
張
受
付

前
納
制
度
も
ご
利
用
を

／゛●．ダ｀，ヽ●‘－゛’゛●／‘●．，●‘ゝＳ‘’●／’．●’ゝヽ｀‘1
． ｀ ’ ゛ Ｊ ’ ″ ． 、 ｆ ｀ ● ． ● ● ゛ Ｗ

忙
し
く
て
市
税
を
市
役
所
へ
納
め

に
行
け
な
い
、
市
税
を
納
め
る
の
を

う
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
の
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
近
く
で
市
税
が
納
め

ら
れ
る
よ
う
出
蝉
｛
符
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
月
は
、
固
定
資
産
税
の
第
一
期

分
の
絹
期
月
で
す
。
こ
の
檄
会
を
ご

利
用
に
な
っ
て
、
納
税
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

な
お
、
ま
だ
納
期
の
来
て
い
な
い

分
の
市
税
を
全
額
納
め
ま
す
と
、
前

納
報
奨
金
受
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
と
き
・
・
・
5
月
2
9
日
（
月
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▽
と
こ
ろ

・
木
幡
公
民
館
・
大
和
田
公
会
堂

・
神
明
公
民
館
・
開
公
民
館

・
広
野
公
民
館
・
旦
椋
公
会
堂

ま
た
、
手
間
が
省
け
て
便
利
な
口

座
振
替
制
度
も
利
用
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
銀
行
、
信
用

金
庫
、
農
協
な
ど
の
窓
口
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
納
税
課
）

特
別
土
地
保
有
税

今
月
中
に
申
告
納
付

コードを、柱に打ちつけていませんか
テレビでおなじみの言葉ですが、コードを釘やステップルなどで柱や

壁に固定した配線は、漏電や感電、火災の原因になり大へん危険です。

専門の工事店に依頼して正しい配線にお直し下さい。

当協会では、漏電・感電・電気火災の危険を防ぐために定期的に、ご家庭の

電気配線などの安全対策診断をしています。

でんきの安全まもる

電話（075）541－5375（代）
財団関電・・ｅ＝’Ｈ－・・協．，△，京都支部Ｆ丿ＥＥＥｌ
法人

西ヌ・Ｉ保女‘：ｚｓ：京都市東山区今熊野池田町4－8

613
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初
夏
を
む
か
え
て
衣
類
の
整
理
に

忙
し
い
季
節
－
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
利
用
す
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き

ま
す
。と

こ
ろ
で
、
ク
ジ
’
・
！
一
ン
グ
に
出

し
て
、
「
ボ
タ
ン
が
変
形
し
て
し
ま

っ
た
」
「
布
地
が
縮
ん
で
し
ま
っ

た
」
な
ど
の
経
ｍ
お
持
ち
の
人
も

あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
事
故
に
つ
い
て
は
業
者

の
ミ
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
消
費
者
の

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
に
よ
っ
て
未
然

に
防
げ
ろ
ム
）
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

上
手
な
ツ
リ
ー
ニ
ン
グ
の
利
川
に
つ

い
て
七
り
画
げ
ま
し
た
。

◇

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
は
家
庭
で
の
水

｛
洗
い
を
営
業
に
生
か
し
て
行
う
水
洗

し
゛
・
・
ｔ
χ
・
゛
゛
″
／
あ
．
．
Ｉ
Ｉ
．
ｙ
ｌ
ｊ
・
・
．
．
＾
＾
・
・
ｖ
．
’

⑨

い
と
、
ド
ラ
イ
ク
ジ
ー
ー
ン
グ
の
二

種
類
が
あ
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
ク
ジ
ー
ー
ン
グ
は
、
水
洗

い
す
る
と
形
が
ぐ
ず
れ
た
り
生
地
が

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

傷
ん
だ
り
す
る
も
の
を
石
油
な
ど
の

溶
刑
を
便
っ
て
汚
れ
を
落
と
す
方
法

で
す
。
た
だ
し
、
衣
類
の
素
材
に
よ

っ
て
は
不
適
当
な
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
「
取
扱
い
絵
表
示
」
を
確
め
ま

し
ょ
う
。
（
ゴ
ム
糸
便
川
品
、
ビ
ニ

ー
ル
レ
ザ
ー
な
ど
合
成
皮
革
裂
品
な

ど
）

Λ
頼
む
と
き
の
注
意
▽

一
、
汚
れ
具
合
を
調
べ
、
ン
ミ
の
あ

る
場
合
に
は
糸
印
を
つ
け
、
な
に

の
シ
ミ
か
わ
か
れ
ば
メ
モ
を
つ
け

ま
す
。

二
、
高
級
品
や
特
殊
な
せ
ん
い
は
、

品
質
表
示
や
取
扱
い
絵
表
示
を
確

め
注
意
す
る
点
を
申
し
出
ま
ｙ
。

三
、
高
価
ま
た
は
特
殊
な
ボ
タ
ン
や

付
属
品
は
取
り
は
ず
し
て
お
后
ま

す
。

れ
の
落
ち
具
合
、
プ
レ
ス
、
損

傷
、
ボ
タ
ン
や
付
朋
品
を
調
べ
ま

す
。

二
、
ポ
ジ
袋
か
ら
出
し
て
風
を
通
し

防
虫
剤
、
防
湿
剤
を
入
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

三
、
で
き
上
り
日
以
後
は
で
き
る
だ

け
早
瓦
又
け
取
り
に
行
き
ま
し
ょ

う
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
利
用
法

四
、
ス
ー
ツ
な
ど
は
上
下
揃
え
て
出

し
ま
し
ょ
う
。

五
、
、
と
く
に
和
服
、
毛
皮
、
皮
革
製

品
は
専
門
技
術
を
持
っ
て
い
る
店

を
選
ん
で
、
慎
ｍ
に
出
し
ま
し
ょ

う
。

六
、
預
り
証
は
必
ず
受
け
と
り
ま
し

ょ
う
。

Λ
受
け
と
る
と
き
の
注
意
Ｖ

一
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
、
：
＾
－
’
Ｏ
－
Ｓ
ｉ

Λ
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
ら
Ｖ

あ
き
ら
め
た
り
、
泣
き
寝
入
り
せ

ず
に
す
ぐ
店
に
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

組
〈
茄
入
の
店
な
ら
、
過
失
の
場

合
は
Ｓ

．＆
＆
に
Ｍ
づ
き
賠
ｓ
さ
れ

ま
す
”
ｓ
ｓ
ａ
ａ
・
（
全
国
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
環
境
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
で

き
め
て
い
る
も
の
）
は
、
そ
の
品
物

と
同
等
の
新
品
を
現
時
点
で
買
う
の

に
必
嬰
な
額
に
、
調
整
率
（
そ
の
品

物
の
耐
用
年
数
や
便
川
状
況
な
ど
を

率
で
表
し
た
も
の
）
を
か
け
て
算
定

し
ま
す
。

な
お
、
ス
ー
ツ
な
ど
は
上
下
の
う

ち
一
方
の
損
傷
で
あ
っ
て
も
一
対
と

し
て
賠
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
は
な
く
縫
製

－
ｊ
－
－
1
1
－
―
ｊ
－
－
や
せ
ん
い
あ
る
い
は
、
取
扱
い
絵
表
ｙ

示
な
ど
に
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
）

場
合
に
は
、
検
査
等
で
責
任
が
明
確
ｙ

鸚
言
句
Ｅ

Ｊ

一ｙ

しみの種類、

原因を説明しておくとよい
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母
子
家
庭
奨
学
金
の
申
請
は
お
済

み
で
す
か
。

こ
の
奨
学
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
の
母
子
家
庭
児
で
、
交
通
遺
児
奨

学
金
や
市
の
奨
学
金
な
ど
他
の
奨

学
金
m
i
け
て
い
る
人
は
除
か
れ
ま

す
。奨

学
金
の
額
（
年
額
）
は
乳
幼
児

が
六
千
円
、
小
学
生
一
万
二
千
円
、

中
学
生
二
万
四
千
円
、
高
校
生
三
万

六
千
円
で
す
。

母
子
家
庭
奨
学
金

今
月
中
に
申
請
を

申
請
は
、
福
祉
事
務
所
福
祉
課
に

あ
る
申
晴
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
５
月
末
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
度
に
奨
学
金

を
受
け
て
お
ら
れ
る
人
も
再
度
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

巣箱にはいってネー

ｍｌｍｍｍ｀

な
お
、
６
月
１
日
以
降
に
提
出
さ

れ
ま
す
と
、
提
出
し
た
翌
月
か
ら
の

月
割
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
申
請
は
早
い
め
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

（
福
祉
課
）

児
童
手
当

現
況
届
は

お
早
め
に

点
訳
奉
仕
者

中
途
失
明
者

児
童
文
学

サ
ー
ク
ル

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
も
時
間
を
や

り
く
り
し
、
思
い
が
け
な
い
作
品
と

の
出
合
い
に
感
動
し
て
い
る
お
母
さ

ん
。小

さ
い
チ
鍔
を
抱
い
て
が
ん
ば
る

お
母
さ
ん
。

f
ｆ
ｉ
所
得
や
養
育
状
況
、
加
入
さ
れ
て

い
る
年
金
な
ど
を
調
査
し
、
引
き
続

い
て
手
排
逗
又
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
審
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
現
況
届
け
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
支
給
を
停
止
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
（
福
祉
課
）

公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

子
供
が
学
校
へ
行
ぐ
よ
う
に
な
っ

て
、
少
し
時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
た

お
母
さ
ん
。

さ
ま
ざ
ま
な
お
母
さ
ん
た
ち
が
、

ひ
と
月
の
う
ち
の
わ
ず
か
二
時
間
半

で
す
が
、
時
間
を
と
も
に
し
、
児
童

文
学
の
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

児
童
書
の
最
盛
期
と
い
わ
れ
、
質

も
l
a
＾
Ｈ
Ｗ
)
に
m
:
な
本
が
出
版
さ

れ
て
い
る
現
実
で
は
、
読
書
に
精
神

的
な
宋
養
索
と
し
て
の
多
大
な
必
嬰

手
書
き
写
本
の
果
す
役
割
は
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
と
し
も
、
京
都
府
盲
人
協
会
で

ん
・
Ｉ

り

点
字
講
習
会

盲
目
の
人
と
目
の
見
え
る
人
と
を

結
ぶ
点
宇
－
。
現
在
、
新
刊
の
点

Ｓ
Ｓ

５
ｅ

一
＠
●

て
．

とぬ

一
一
・

一
・

え

‥

う
‥

の

Ｉ

ｆ
‥ちも

゜
゜

字
書
は
ほ
と
ん
ど
数
え
る
ほ
ど
し
か
Å
・
が
．

つ
Ｊ

つ
‥ｊ

一
ふ
‥

ね
゜

のさ

な
く
、
点
訳
泰
仕
者
の
善
意
に
よ
る
＊
.
.
.
”
.
.
^

ｌｅ・

Ｉ
・・

●Ｉ

ぎ
自
・

な
・

―
・

つ
゜

が
は
ず
み
、
お
互
い
の
新
し
い
面
を

発
見
で
き
れ
ば
…
と
の
願
い
と
、
良
▽
課
題
本

い
本
を
選
ぶ
目
を
餐
い
た
い
と
い
う

意
欲
を
持
っ
て
、
毎
回
な
ご
や
か
な

ム
ー
ド
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
が
生
ま
れ
て
、
や
っ
と

一
年
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
成
長
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ご
一
緒
に
学
習
し
ま
せ
ん
か
。

（
紹
介
文
は
、
小
倉
町
用
堀
池
の
大

石
″
ハ
美
さ
ん
）

は
、
点
訳
奉
仕
者
養
成
講
習
会
と
中

途
失
明
者
点
字
罰
習
会
を
開
き
ま

す
。
あ
な
た
も
点
字
学
習
の
運
動
に

訳点と

を
え
つ
歌

輪
う
つ
の

五
の
み
ん

図
ふ
さ

て
地
ぎ
子

と
ね
な
番
代

ぬ
き
の
つ
二
美

え
が
さ
を
治
谷

み
え
く
て
宇
高

▽
例
会
日
毎
月
第
二
金
曜
日

午
前
９
時
半
～
正
午

▽
会
場
市
民
会
館
大
会
議
室

▽
会
費
月
額
五
百
円

▽
講
師
児
童
文
李
研
究
家

菅
野
信
賢
先
生

６
月
・
岩
崎
京
子

「
花
咲
か
」

７
月
・
岡
真
史

詩
集
「
ぼ
く
は
1
2
歳
」

お
問
い
合
せ
は
、
大
石
″

（
小
倉
町
用
桐
池
9
0
の
1
1
、

８
８
番
）
ま
た
は
、
宇
治
粛

ま
で
。

（
公
民
館
）

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
は
６
月
2
5
日
（
日
）
か
ら
来

年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
４
日
曜
日
で

時
間
は
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
、

場
所
は
宇
治
市
役
所
分
庁
合
（
国
鉄

宇
治
駅
の
近
く
）
で
す
。

受
講
さ
れ
る
人
は
６
月
５
日
ま
で

に
、
福
祉
事
務
所
福
祉
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

市
民
潮
干
狩

中売
器
ポ
子

却
一
梯

焼
連

ミ
カ
ニ

ゴ
゛

卜
置
立

イ
勿
脚

タ
リ
ミ

ル
ド
ル

ア
ヨ
ア

用
な
い

店
れ
強

滴
や
７

庭
し
く

家
お
軽

網
一

金
一

ス
ー

ン
ー

エ
ー

フ

斗米
Ｌ

恥

ヽ

米

塗

材

ヽ

管
品

配
用

ス
エ

ガ
大

道
曜

水
日へ

％

物
具

金
工

築
械

建
機

㈱
２

ｌ
－
Ｈ

物
2
1
3

金
宍

ン
い

力
匹

レ
前

！
■
ノ
皿

マ
″

り
国

プ一ルグ勘油ぐ

1
6
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
講
習
会

講習会の日程

て
Ｉ
て
り
こ

二

ま
Ｊ
皿

゛

皆
‰
ふ
宍

一
鷲
皿
Ｌ
二

よ
器
作
ま
言

オ
匹

映
映
映
｀
操
っ
映

詔
腿
ぽ
I

1 0
0
昌
函

三
言

織
賢
罵

ヨ
認
誤
認

疆

語
語

一
１
一
９
″
一
ｎ
ｊ
一
４
一
″
ａ

－
－
－

と
も
出
席
で
き

る
こ
と
）

申
し
込
み
は

往
復
ハ
ガ
キ
に

講
習
会
名
と
住

所
・
氏
名
・
年

齢
（
生
年
月

日
）
・
職
業
・

電
話
番
号
を
書

い
て
宇
治
市
公

民
館
へ
。

受
講
は
無
料

で
す
が
、
定
員

六
十
人
に
な
り

し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
。

（
公
民
館
）

視
聴
覚
教
材

無
料
貸
出
し

し
し
て
い
ま
す
。

賃
し
出
し
器
材
は
、
1
6
ミ
ジ
映
写

機
（
公
民
館
発
行
の
操
作
免
許
証
が

必
号
、
８
ミ
ジ
の
撮
影
機
と
映
写

機
、
幻
灯
椙
、
布
製
ス
ク
リ
ー
ン
（

標
準
と
シ
ネ
ス
＝
）
、
デ
ー
ラ
イ
ト

ス
ク
ジ
ー
ン
な
ど
で
す
。

賃
出
し
フ
″
ル
ム
に
は
「
天
ケ
瀬

ダ
ム
」
カ
ラ
ー
4
0
分
、
「
部
落
・
ｍ
一
～

③
」
白
斑
各
6
0
分
、
「
武
器
な
き
闘

い
」
白
黒
1
2
0
分
が
あ
り
、
ス
ラ
イ
ド

に
は
「
荒
野
の
少
年
」
や
「
小
つ
ぱ

木
幡
子
ど
も
文
庫

本
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
い

「
子
ど
も
た
ち
に
一
冊
で
も
多
く

の
本
を
・
・
・
」
－
木
幡
で
子
ど
む
文

庫
づ
く
り
の
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て

お
り
、
い
ま
、
不
用
に
な
っ
た
子
ど

も
の
本
を
求
め
て
い
ま
す
。
寄
付
し

て
い
た
だ
け
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
文
庫
に
ふ
さ
わ
し
い
名
前

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

め
の
初
旅
行
」
な
ど
七
つ
の
童
話
・

劇
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
宇
治
市
公
民
館

（
宇
治
琵
琶
3
3
、
⑩
３
１
４
１
番
）

へ
。

（
公
民
館
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

６
月
４
日
塔
の
島
で

地
図
と
コ
ン
ｘ
m
使
っ
て
ほ
然

の
山
野
を
歩
く
ス
ポ
ー
ツ
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

く
わ
し
く
は
、
木
幡
地
域
文
庫
世

話
人
代
表
の
三
角
清
子
さ
ん
（
０
８

２
９
７
番
）
ま
で
。

Λ
本
の
寄
付
受
付
Ｖ

▽
と
き
・
・
・
５
月
2
7
日
と
６
月
３
日

の
土
曜
日
午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で

▽
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
分
館

（
公
民
館
）

第
８
回
宇
治
市
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
大
会
が
６
月
４
日
（
日
）
に
開

か
れ
ま
す
。
受
付
は
午
前
８
時
半
か

ら
２
１

ま
す
。
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
ク
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
・
：
中
学
生
、
高
校
生

以
上
、
家
族
組
な
べ

な
お
、
今
大
会
は
個
人
ク
ラ
ス

は
実
施
し
ま
せ
ん
。

▽
参
加
料

一
グ
ル
ー
プ
二
百
円

当
日
は
ハ
イ
キ
ン
グ
の
で
き
る
服

装
と
赤
エ
ン
ピ
ツ
、
弁
当
な
ど
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。（

社
会
教
育
課
）

ポ
イ
ン
ト
を
探
す
オ
リ
エ
ン
テ
ィ
ア

。
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